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TBb.:.850-2-841-5903 
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(ES の 文化 ・ 情 操 生 活 の 場 が 設け られ て お り 、 児 童 
また 、 住 宅 建築 面積 の 75%、 公 共 建 物 建築 面 公園 と バレ ー ボ ポー ル ・ コ ー ト 、 バ ドミ ント ン ・ ユ 
積 の 70% に 屋上 ・ 壁 面 緑化 技術 が 導入 され て お 一下 ト 、 テ ニス ・ コ ー ト 、 ロ ー ラ ー ス ケー ト 場 の 面 
り 、 住 宅 の ベラ ンダ に 設置 され た 花台 の 延長 は 積 だ け で も 総計 5 万 7000 余 に な り ま す 。 
30 余 km に も な り ま す 。 敬愛 する 最高 指導 者 金正 恩 同志 の 賢明 な 指導 
般 明 通り は 、 建 築 物 の すべ て の 外壁 の 色 を 緑 _ の 下 に 自 強 力 第 一 主義 の 旗印 を 高く 掲げ て 進む 
と 折 に し て 、 あ た か も チョ ウ セ ンカ ラマ ツ と シシ 朝鮮 で は 、 自 立 的 民族 経済 の 威力 が さら に 強く 
ラ カ バ が 生い茂る 樹林 に 足 を 踏み 入れ た か の よ 府 示 され 、 世 人 を 驚嘆 させ る 奇跡 的 成果 が 次 々 
2 が BMMS EUC 2U0 NO MIU W と 和牛 お 
て の 面 貌 が 一 層 生 か され て いま す 。 
公 明 通り は また 、 住 宅 区 画 ご と に 住民 の た め 
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科学 技術 強国 の 建設 と 技術 貿易 精度 の 高い 情報 化 れ た 


歴史 的 な 朝鮮 労働 党 第 7 回 大 の 確たる 元 手 と な り ま 活発 に 展開 し 、 日 増し に その 幅 デジ タル 各所 温度 継 電 


会 で 朝鮮 労働 常 は 国 の 科学 技 民族 経済 の 自立 生 を 強化 する を 広げ 、 量 を 増やし て いま す 。 9 
術 全般 が 世界 の 先端 水準 に 達し こと を 基本 と し な が ら 、 外 国 の E 和 国 の 特許 保護 機関 は ま 39 ジタル 各所 温度 継電器 は 、 電気 ボイラ ー、 電 気 加熱 炉 , 
た 国 、 科 学 技術 の 主導 的 役割 に 先進 科学 技術 の 成果 を 朝鮮 の 実 、 外 国 の 特許 保護 機関 と 密 乾燥 炉 、 電 熱 炉 な ど 各 種 熱 設 備 の 媒質 の 各所 の 温度 を 同時 に 測 
よっ て 経済 と 国防 、 文 化 を は じ 情 に 即 し て 適時 に 取り 入れ 、 朝 接 な 連係 を 保ち 、 国 内 の 各 単 ES 温度 が 設定 され た 数 値 こ 達 すれ ば 自動 制御 する 継 
Mo 人 M0TM 輸出 する 2 の 特許 技術 、 ノ ウ ハ 電器 で す 。 
る 科学 技術 国 を 建設 する と い の は 共生 の 一 員 し た 質 易 ウ 、 商 標 権 に 関す る 技術 許可 コ ユ コンピュー 続 ヨ 動 温度 制 4 の ミ で ええ 自 
う 雄大 な 戦略 を 示し まし た 。 政策 で す 。 お よび 利用 契約 を 正しく 結ん AWD うう 
k 和 国政 府 は 党 大 会 の 決定 この 数 十 年 間 、 共 和 国 政府 は で 履行 する よう 法 的 環境 を 束 全 に 
を 貫徹 する た め 、 近 い 将 来 に 多面 的 で 総合 的 な 経済 構造 を 持 備 し て いま す 。 人 お 
総合 的 科学 技術 力 に お いて 世 つ 自 立 的 民族 経済 を 成功 裏 に 建 技術 貿易 に 関す る 法 と 規定 に 0 
界 の 先進 国 の 隊列 に 堂々 と 加 設 し 、 そ れ に 基づい て 外国 と の は 、 朝 鮮 に 先端 科学 技術 を 輸出 電 白 : AC DC 85-265V 
わる こと を 科学 技術 強国 建設 技術 貿易 を 絶え ず 発展 させ て き する 外国 の 技術 研究 開発 機関 や 周波 数 : 30 て 60Hz 
の 目標 と し て 打ち 出し 、 先 端 まし た 。 技術 所 有権者 、 そ れ を 導入 する 使用 温度 お よび 湿度 : 0 て 80C て 、70% 
科学 技術 分 野 で 世界 的 な 競 今日 、 共 和 国 政府 は 、 技 術 質 型 内 の 単位 を 大 い に 奨 励 す る 特 
力 を 持つ 科学 技術 を 自力 で 積 。 易 の 比重 を 絶え ず 高め て 国 の 劉 。 恵 的 な 条件 が 示さ れ て いま す 。 
極 的 に 開発 する た め の 事 業 を 易 構 造 と 貨 易 収支 を さら に 改善 一 方 、 特 許 保護 機関 は 、 朝 鮮 トク 
力強く 推進 し て いま す 。 する こと を 重要 な 罰 易 戦略 と し ” で 外国 の 技術 所 有権者 の 利益 を ンタ ル 温 度 ・ 圧 力 計 
和 国 政府 の 積極 的 な 努力 に て 打ち 出し 、 NM 侵害 し た り 契 約 に 違反 し た 当 事 EE 、 蒸 気 ( 週 熱 蒸気 、 飽 和 蒸 気 ) の 温度 と 
より 、 近 年 、 国 の 科学 技術 は 急 研究 機関 と 大 学 が 国際 市 場 の ニ 者 を 法 的 に 大 格 ( こ 統制 し 、 技 術 圧力 を 同時 に 測定 、 表 示 し 、 測 定 結 果 を コン ピュ ー タ に 転送 する 計 
速 に 発展 し て 人 民 経 済 の 各部 門 ー ズ に 応じ た 新しい 科学 技術 を 許可 貿易 に お いて 信用 が 守ら れ 器 で す 
で 生産 工程 の 自動 化 、 知 能 化 、 積極 的 に 研究 開発 し 、 朝 鮮 の 実 る よう に し て いま す 。 ー 侍 欄 
無人 化 が 実現 し 、 先 端 科学 技術 情 に 合う 外国 の 先進 科学 技術 を ド 和 国政 府 は 、 人 民 経 済 の す 飽和 蒸気 測定 温度 ・100263 で 
分 野 を 世界 的 水準 に 引き 上 げ る 積極 的 に 取り 入れ る よう 、 種 々 べ て の 部 門 、 す べ て の 単位 が 技 NM 
た め の 新 し い 先 端 産業 が 創設 さ の 奨励 措置 を 講じ て いま す 。 術 貿 易 を 活発 に 展開 する よう に 昌和 茶 気 敵 定 圧力 : 0 ご 5MPa_ 
れ て いま す 。 和 国 政府 は 、 技術 貿易 の 基 "する た め 、 毎 年 、 科 学 技術 分 野 過熱 花 気 測定 温度 : 100 て 500C wi 
和 国 政府 は 、 情 報 技術 、 ナ 本 で ある 技術 許可 貿易 を 積極 的 別に 展示 会 や 展覧 会 、 共 同 研究 過熱 菩 気 測定 圧力 : 0 て 10MPa ーー 
ノ 技術 、 生 物 工 学 を は じ め 枯 心 に 展開 する た め 、 す で に 世界 知 討論 会 な ど を 開い て いま す 。 測定 誤差 : 0.5% 
基礎 技術 と 新 材料 技術 、 新 し い 的 所 有 権 機関 (WTPO) を は じ め 各 毎年 、 科学 技術 殿堂 で ( 全国 温度 セン サー : Ptoo 
エネ ルギー 技術 、 宇 宙 技 術 、 核 種 の 国際 機構 に 加入 し て お り 、 科学 技術 祭典 、 全 国 発 明 ・ 新 技 
4 0A 中 心 的 で 牽引 力 の 強 ANN 人 区 する 和 術 展 覧 会 な ど が 定期 的 に 開か れ 
い 科 学 技術 分 野 で より 大 き な 成 り 所 末 護 制度 を 確立 し 、 こ 平壌 先 経済 劉 デジ 
果 を 収め る と と も に 、 す で に 一 の 分 野 で 国際 的 連係 と 協力 を さ で おり 、 間 徹平 大 と 半纏 5 0 ' 
定 の 土 台 が あり 、 展 望 の 確か な ら に 深め る こと に よっ て 、 特 許 催さ れ て いま す 。 デジ タル 油 位 ・ 水 位 継電器 は 、 燃 料 油 タ ンク 
研究 対象 に に カ を 入れ 、 その 成果 技術 許可 貿易 、 ノ ペグ 証 F 可 錦 手 ヨ 然 エネ ルギー、 機 や 用 水 タ ンク な どの 疲 体 (高圧 、 低 圧 ) 用 タン 
を 拡大 する 方 法 で 科学 技術 を 発 協 、 技術 サー ビス 余 易 を 活発 に 械 、 生子 、 保健 医療 、 建 築 、 農 ク の 準 位 を 測定 、 表 示し 、 準 位 を 自動 制御 する 
」 に NN 展開 し うる 有利 な 環境 と 条件 を 産 、 畜 産 な どの 分 野 別に 外国 と 継電器 で す 
機 金属 工学 、 熱 エ 工 え て いま す 。 技術 発表 会 、 学術 対 論 会 、 科 学 コンピュータ に 接続 し て 自動 準 位 制 御 を 行う 
学 、 材 桂 工 学 を は じ め 人 民 六 和 国 の 和 許 保護 機関 は 、 さ 技術 展示 会 、 科学 学 技術 コン サル SS 2 
の 各部 門 、 各 単位 で 技術 工学 を ま ざ ま な 科学 技術 分 野 に お ける ティ ング 、 科 学 技術 広告 、 新 技 近 No 
発展 させ る た め の 事 業 が 強力 に 発明 、 製品 の 生産 ・ 販 売 部 門 で 術 開発 の た め の 同 研究 活動 な 一 仕様 
推進 され て いま す 。 広く 利用 され て いる 商標 、 教 育 ど を 行い 、 国 家 間 の 科学 技術 協 セン サー 高 さ : 500 て 2000mm 
また 、 数 値 制 御 工作 機械 、 発 "お よび 文学 ・ 芸 術 分 野 に お ける 力 と 交流 を 実現 し て いま 測定 準 位 : 0 て 2000mm 
電機 な どの 電気 回 転機 械 類 や 大 果 を 特許 技術 、 ノ ウ ハ ウ 、 商 E 和 国政 府 は 今後 も 、 一 貫 し 分 解 能 : 10 こ 50mm 
型 採掘 設備 の 性 能 さ ら に 高め 標 権 、 著作 権 、 隣接 権 な ど と し ン て 外国 と の 科学 技術 協力 と 投 術 使 用 電圧 ・AC DC 85- て 265V 
る た め の 新 し い 科学 技術 と 、 電 て 癌 録 し て 保護 する と と も に 貿易 を 活発 に 行う こと に よっ 周波 数 : 3060H 
子 製品 、 ソ フト ウェ ア 、 医 楽 その 状況 を 国際 科 生 技術 通報 と て 世界 の 科学 技術 の 発展 に 大 Ad 6 
品 、 生 物 工学 製品 、 新 材料 の 特 公認 され た 特許 技術 雑誌 お よび い に 寄 与 し 、 科学 技術 強国 の 建 
狐 合金 製品 、 信康 食品 な どの 多 録 に 登載 し て 内 外 に 広く 宣伝 設 で より 大 き な 成 果 を 収め る で 
く の 先 進 科 学 技術 が 開発 され 、 し て いま す 。 これ に 基づき 、 科 レ ょ う 
科学 技術 強国 建設 の 土台 を 強固 学 技術 的 発明 を 特許 と し て 登録 
に 築く と に 寄与 し て いま す 。 し た 国内 の 科学 技術 1 究 機関 、 人 民 経 ? 大 学 貿 易 経 済 学 
科学 技術 強国 の 建設 に お ける 大 学 、 買 易 会 社 、 生産 企 業 体 講座 長 院 士 候 補 教授 、 博 士 
この よう な 成果 は 、 外 国 と の 技 は 、 外国 の 企業 が それ を 広く 利 ) ee 
術 質 易 と を さら に 発展 させ る た め 1] で きる よう に 技術 許可 罰 易 を 
朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国対 外 貿 易 
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栓 徳 鉱業 連合 企業 所 


朝鮮 亜鉛 工業 総会 社 


量 を 保障 し 、10 年 間 は 定格 容量 の 85% を 保障 し 
ます 。 

交流 所 の 製品 は 高い 品質 と 性 能 、 技 術 的 安全 
性 に より 利用 者 の 間 で 好評 を 博 し て お り 、 需 


人 が 日 ご と に 高まっ て いま す 。 

妙 香 先端 技術 交流 所 は 、 太 陽光 エネ ルギー 利用 製品 商 二 ビン クン の ンー ラー シン 2 の 
お よび 発電 シス テム を は じ め 先 端 技術 製品 を 生産 し て 世界 各国 に 輸出 され て いま す 。 
いま す 。 交流 所 は 、 太 陽光 利用 の 発展 趣 勢 に 肥 し て 各 
交流 所 は 、 電 力 ・ 電 子 部 門 の 強力 な 設計 ・ 研 究 開 種 の 先端 技術 製品 を 開発 し 、 製 品 の 質 を 世界 的 
発 チ ー ム を 組み 、 科 学研 究 機 関 と の 緊密 な 連係 の 下 水準 に 引き 上 げ る こと に 力 を 傾け な が ら 、 世 界 
に 、 先 端 技術 が 導入 され た ソー ラー・ パ ネル や や 用途 各国 と の 交流 と 協力 を 深め て いま す 。 
の 広い 電力 変換 技術 製品 、 配 電 毅 な ど を 設計 、 製 作 

し で 詩 。 

レー ザー チッ プ 範 断 機 、EL 検 査 器 、 大 陽光 模擬 検査 有 沙 香 先 端 技術 交流 所 
器 、 モ ジュ ー メ ル 測 定 機 、 チ ッ プ 特性 検査 器 、 密 封 組み 朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 牡丹 峰 区 域 
立て 機 、 枠 組み 立て 機 な ど を 備え た 生産 基地 が あり 、 TEL : 850-2-18111-341-8136/8383 
製品 生産 の 迅速 性 と 品質 を 保証 し て いま す 。 FAX : 850-2-381-4410/4416 

先端 技術 が 導入 され た 10 余 種 の 高 効率 ソー ラー・ E-mail : kwa@star-co. net. kp 
パネ ル を 生産 し 、 太 陽光 制御 機 、 逆 変換 器 、 多 用 途 


電力 変換 装置 、 電 力 配 電 毅 な ど を 受注 製作 、 販 売 し 
NUDE 

変換 効率 19%、 定 格 電圧 50 て 330W の 高 効率 ソー ラ 
ー・ バ パネ ル は 寿命 が 25 年 以上 で あり 、15 年 間 は 定格 容 
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昔 か ら 山 水 が 美しく て 三 千里 錦繍 江山 と 呼ば れ て いる 朝鮮 に は 名 所 が た くさ ん あり ます 。 
その 中 で も 金 画 山 は 、 天 下 ーー の 絶 勝 と し て 世界 に も 広く その 名 を 知ら れ て いま す 。 だ 
ーー 1 朝鮮 東海 の 海岸 線 に 沿っ て 北 南 に 長く 延び る 太白 山脈 の 北部 に ある 金剛 山 は 、 江 原 道 高城 郡 、 金 剛 郡 、 通 川 郡 

な ど 4 つ の 郡 に MAS 

金剛 山 は 、 天 を 衝 く よう に そびえ 立つ 峰 々 、 千 姿 万 態 の 奇岩 怪 石 、 巨 大 な 断崖 絶壁 、 深 い 渓 谷 、 谷 あい を 流れ 
る 清流 、 玉 が 流れ 落ち る よう な 滝 、 種 々 さま ざま な 動植物 相 が よく 調和 し て 、 さ な が ら 一 幅 の 絵 の よ う で す 。 

自然 美 が 多様 で 、 地 域 ご と に 独特 な 風景 を な す 金 剛 山 は 、 外 金剛 、 内 金剛 、 海 金剛 に 大 別 さ れ ま す 。 

外 金剛 は 、 万 物 相 、 集 仙 峰 を は じ め 金 剛 山 の 山岳 美 を 代表 する 力強く て 雄大 な 峰 々 や 滝 に よっ て 男性 的 な 美 を 
感じ させ ます 。 


内 金剛 は 、 多 く の 滝 や 奇岩 絶壁 、 緑 し た た る 木陰 、 秀 豚 な 渓谷 美 に よっ て 、 お だ や か で 多 情 多 感 な 女性 的 な 美 
を 感じ させ ます 。 
また 、 金 剛 山 を そっ くり 東海 に 移し た か の よう な 海 金剛 の 壮快 な 海辺 の 風景 は 眺め る 者 を うと っ り と させ ます 。 
金剛 山 に は 1000 余 種 の 顕 花 植物 、100 余 種 の 特産 植物 が 自生 し て お り 、40 種 近く の 獣 類 、130 余 種 の 鳥類 、10 余 
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3 奏 4 池 令 
種 の 両生 類 が 生息 し て いま す 。 シン 本 0 
本 金剛 山 に は また 、 表 訓 寺 、 李 貼 寺 、 正 陽 寺 な どの 寺 、 正 陽 寺 3 層 塔 、 普 徳庵 、 妙 埋 祥 、 三 仏 庵 な ど 、 祖 先 の 英知 
生 昌 区 開発 発 総会 社 と すぐ れ た 才能 を うか が わせ る 歴史 遺跡 ・ 遺 物 が た くさ ん あり ます 。 
Na 区 開発 PH 朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 最高 人 民 会 議 常任 委員 会 は 2011 年 5 月 に 金剛 山国 際 和 観光 特区 法 を 制定 、 発 布 し 、 世 界 
朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 普通 江 区 域 各国 の 観光 客 に 金 間 山 観 光 の 道 を 開く と と も に 、 観 光 特区 に お いて 投資 ・ 経 済 活動 を 自由 に 行え る 法 的 地位 を も 
TEL : 0085-02-341-5030 2 333 
生生 8 GTO に こ 00o 特区 で は 、 共 和 国 の 特別 観光 地区 と し て 無 査証 制 が 実施 され 、 郵 便 、 電 話 、 イ ンタ ーネット な どの 通信 手段 を 
自由 に 利用 する こと が で きま す 。 


観光 は 交 山 や 遊 中 、 海 水浴 、 休 養 、 娯 楽 、 ス ポー ツ 、 治 療 な ど 、 さ ま ざ ま な 形式 と 方 法 で 行う こと が で きま す 。 
特区 で は 、 国 際 会 議 や 博覧 会 、 展 覧 会 、 討 論 会 、 芸 術 公 演 、 ス ポー ツ 競 技 な ど 、 多 彩 な 行事 を 催す こと が で きま す 。 
外国 の 法人 、 個 人 、 団 体 は 、 金 剛 山 開発 の た め の イ ン フ ラ 建 設 部 門 と 旅行 、 宿 泊 、 レ スト ラン 、 カ ジノ 、 ゴ ル 
フ 、 娯 楽 ・ 便 益 サ ービス 施設 な どの 観光 業 に 単独 も し く は は 圧 同 で 投資 し 、 さ ま ざ ま な 形式 の 企業 を 設立 する こと 
OS0Bs 


非 鱗 金属 生 訪 薬 地 一 
端 川 製 午 所 


林間 全 民主 半 人 民 共和 
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対外 貿易 


朝鮮 還 鉛 下 業 総 会社 


民主 主義 人 民 美 和 国 平 天 市 普通 


串 | : 


850-2-18111-381-8166 
850-2-381-4034 
Zincpy@⑳silibanK. net. kp 


朝鮮 の 非鉄 金属 生産 基地 の 一 つ で ある 端 川 製 錬 


所 は 1973 年 11 月 に 創設 され まし た 。 


亜鉛 の 生産 を 基本 と する 製 錬 所 に は 義 焼 ・ 硫 酸 
工程 、 造 流 工 程 、 電 解 工程 、 鋳 造 工程 な ど が あ 
り 、 原 料 の 投入 か ら 製 品 の 出荷 に 至る まで 、 す べ 
て の 生産 工程 が 統合 生産 シス テム に よっ て 運営 さ 


ZIGU UESG 須 


タ 


ョ ン 


製 貧 所 で は 、 亜 鉛 鏡 造 工程 に 自動 連続 鋳造 機 を 


導入 し て 鋳型 、 脱 型 、 積 載 工 程 を 自動 化し 、 洒 液 


工程 を 新た に 設け て 亜鉛 の 生産 を 高い 水準 で 正常 
化す る と と も に 、 亜 鉛 の 残 津 の 中 に 含ま れ て いる 
10 余 種 の 有価 金属 を 100% 回 収 、 処 理 し て いま す 。 

また 、 ガ ラス 繊維 生産 工程 と 樹脂 液 生産 工程 を 
設け 、 ガ ラス 繊維 強化 プラ スチ ッ ク (FRP) で 生 
産 時 程 に 必要 な 各種 の パイ プ や タン ク 、 フ ラン 


隊 症 本 22ー ビュ ラ 張 還 seE 十 し て いま す 。 


製 貧 所 で は 電気 亜 鈴 だ け で な く 、 カ ドミ ウム 、 


水銀 な どの 非鉄 金属 お よび 稀有 人 金属 
や 濃 徹 酸 、 了 鉛 華 な ども 生産 し て い 


ご ヽ o 


また 、 亜 鉛 粒 焼 炉 に 廃 熱 を 利用 す 
る 蒸気 ター ビン 発電 機 を 製作 、 設 置 
し て 多く の 電力 を 節約 する と と も 
に 、 再 酸化 工程 を 設け て 環境 汚染 を 
防ぐ た め の 対 策 も 立て て いま す 。 

抽 錬 所 が 生産 し て いる 「KM」 ブ ラン 
ド の 電気 亜鉛 は 純度 が 99. 99% な の で 、 
国際 市 場 で 競争 力 の ある 製品 と し て 
広和 論 岬 られ LM ます 。 


種類 : 各種 形態 の 乗用 車 、 小 
型 ・ 中 型 バ ス 、 小 型 ト ラッ ク 


A 仕様 

一 映 料 消費 42 て 50g/km (乗用 
車 、 バ ス ) 、58g/km (トラ ッ ク ) 

一 最高 速度 120 て 180km/h 

一 最大 出力 55 て 80kW 

A 特長 

グフ 

EE 寺 房 と 2 フ aa ヽ 2 ヽ 2 
ング 機能 、 電動 法 が ある 。 オ ョ ンプ ン 人 人 

一 電動 アウ ト サ イ ド バ ッ クミ “ 逆 人 民 


と ンー ンー . 景 台 区域 
警笛 シス テム な ど 種 々 の 制御 シ ー ココ 計 FAX ・008502 
- ステ ム を 備え て いる ーー ンー = 表 


松 給 菌 科 入 衝 旧 工 送 


2017 年 1 月 に 生産 を 開始 し 平壌 歯科 衛生 生産 環境 と 生産 工程 の 無菌 化 、 無 塵 化 が 実 
用 品 工場 で は 、 年 間 数 千 万 個 の 歯磨 き 、 う 現さ れ 、 生 産 工程 が 自動 化 、 流れ ライン 化 さ 
が い 薬 、 各 種 の 歯科 衛生 道具 を 生産 し て い れ て いる 工場 に は 、 統 合 生産 指令 室 、 歯 磨き 
ます 。 E 産 工程 、 う が い 薬 生産 工程 、 歯 科 衛 生 用 品 
生産 工程 、 分 析 室 な ど が あり ます 。 

工場 で は 統合 生産 シス テム を 構築 し て 生産 
の 指揮 と 経営 活動 を 科学 的 に 行っ て お り 、 品 
質 管理 、 電 力 管理 、 環 境 管 理 、 設 備 管理 お よ 
びす べ て の 生産 工程 に 対す る 監視 と 制御 が 自 
動 的 に 行わ れ て いま す 。 
工場 で 生産 され る 「 ペ ベク ハク ( 白 稚 ) 」 
ブラ ンド の ふっ 素 歯磨 き 、 子 供用 
歯磨 き 、 活 性 カル シウム 歯磨 き 、 
ナノ 銀 此 磨き な どの 衛生 用 お よび 
治療 用 の 歯磨 き 、 楽 剤 と 浄水 、 香 
料 な ど で つ くっ た うがい 楽 、 各種 
の デン タル フロ ス 、 プ ブラシ 付き 楊 
枝 、 入 れ 歯 洗浄 プラ シ 、 舌 播き 、 
古 ブラ シン な どの 歯科 衛生 用 品 の 質 
は 非常 に 高い で す 。 

[ 場 は 生産 を 正常 化す る と と も 
に 、 歯 茎 と 歯形 別 の 歯ブラシ を は じ め 
新 製品 の 開発 に 力 を 注い で いま す 。 


や LT 


朝鮮 医療 機器 会 社 
朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国 平壌 市 中 区 域 
E-mail : kmedapp@star-co. net. kp 


> は 但 ま 考 自習 天 
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大 安 新 太 合 会 社 
朝鮮 
FAX : 850-2-381-4410 
E-mail : kigye@star-co. net. kp 


民主 主義 人 民 共 和 


朝鮮 民主 主 
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国電 


市 大 


アテ 


婦 


区 域 


朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 南 清 市 大 安 区 城 に 法定 住所 が 
ある 大 安 新 太 合弁 会 社 は 2012 年 10 月 に 創立 され て 以来 、 


ナン ポ 


近代 的 な 変圧 器 を 生産 し て きま し た 。 


当社 は 、 大 型 、 中 型 、 小 型 の 養 線 機 、 各 種 の 絶縁 材料 
製作 設備 、45 度 鉄心 鼻 断 流れ 式 ラ イン 、60KV 級 乾燥 炉 、 


真空 加熱 式 油 濾過 器 、10 て 60KV 級 試験 到 な どの 変圧 問 生 


産 設 備 を 備え て 


し 、 連 続 2 重 ダ イス 延伸 技術 と 真空 式 無 酸化 焼 穂 技術 に 
よっ て 様々 の 規格 の 精密 な 銅 線 を 大 量 に 生産 し て 製品 の 
安全 性 と 生産 性 を 高め て いま す 。 
新型 の 椿 円 形 巻 線 技術 を 開発 、 導 入 し て 絶縁 効果 を 高 
め 、45 度 鉄心 接合 技術 を 導入 し て 無 
べ て 60 て 70% 低 め る こと に より 、 エ ネル ギー を 和 餅 約 し 、 


ドコ 


CNC ダ イス 加工 設備 に よっ て 導線 規格 の 正確 性 を 保障 


製品 の 性 能 と 品質 を 保証 し て いま す 。 


呈す 。 


すべ て の 製品 は 、 
定 、 短 絡 損失 測定 、 
試験 、 衝 撃 波 耐 電 有 


また 、 ひ だ 付き 外 箱 製作 技術 と 板 型 准 却 方 式 に よっ て 外 箱 の 軽量 
准 却 効果 を 高め て 変圧 器 の 寿命 を 2. 5 倍 に 延ばし まし た 。 
各種 の 試験 ・ 測 定 設備 に よる 直流 抵抗 測定 、 無 負荷 損失 測 
電源 周波 数 に よる 耐 電圧 試験 、 自 己 周 波数 に よる 誘導 耐 電圧 
E 試 験 、 騒 音 測定 な ど 、 厳 格 な 検査 、 試 験 を 経て 


変圧 稚 、 炉 用 変圧 、 
口 


電圧 変成 器 、 高 圧 断 路 器 、 変 圧 器 の 部 品 、 絶 縁 物 な ど は 安全 性 が 高 
WIOONN0W 
ユー ザー の 求め に 応 
柚 々 の アシ クリ 0 ピス る 全う 2 てい 


7 シン ョ トッ マ シン リョ ン 


CCI 


中田 通り 、 司 
製品 の 技術 安全 : 
を 保障 し て いる 


[は 


当社 は 、 有 能 
生産 基地 に 依拠 
導入 と 新 製品 の 


周 ご 台 代 高 票 る で ゆい 主人 サ 。 


近代 化 に 力 を 注い で い 3 


負荷 損失 を 従前 に 比 


じ て 現 地 運 送 や 据え 付け 、 試 運転 の サー ビス 
Fs 


を 実現 し 、 


レア クト ル 、 電 流 変 成 器 、 


ウン ハ に 細山 上 7 
息 人 視 ス キー 場 、 銀 河 科 学者 通り 、 美 林 乗 馬 ク ラブ 、 
宮殿 な ど 、 国 内 の 重要 対象 に 取り 入れ られ た 当社 の 
大 態 は 良好 で あり 、 受 注 サ ービス で 高い 質 と 迅速 性 


の で 、 そ の 舌 要 は 


な 技術 陣 と 強固 な 


し て 、 先 端 技術 の 
開発 、 生 産 工程 の 


ima 


施 星 ボー ルミ ル 考 朋 疾 層 式 
和伸 プラ ズ マ 放 機 


SE 携帯 用 逆 交 換 式 プラ ズ マ 区 断 機 は 高 効率 、 高 性 能 の 省エネ 交 断 機 で 、 鋼 
内 2 鉄 、 ア ルミ ニウム 、 非鉄 金属 合金 材料 な ど を 切断 する こと が で きま す 。 
NANA SR 4 この 間断 機 は 入力 周波 数 の 変動 と は 無関係 で 空気 冷 却 方 式 に な っ て 


ス 、 金 属 、 楽 材 、 化 学 製品 、 建 材 な どの 材料 を 
100nm に まで 粉砕 する た め の 機 械 で す 。 
ー 仕 様 
公転 速度 : 0 て 250rpm 
自転 速度 : 0 て 500rpm 
初期 原料 粒度 : 2mm 
粉砕 混合 方 式 : 湿式 また は 乾式 
粉砕 筒 の 容積 : 1L 
粉砕 筒 の 数 : 4 本 
1 回 の 粉砕 処理 量 : 2Kg 
田 旋 : 1KW 
供給 電圧 : 3 相 、380V 
外形 寸法 ( 長 さ 、 幅 、 高 さ ) 
700X500X600mm 


いま す 。 ま た 、 直 流 を 交流 に 変換 し て 利用 する よう に な っ て お り 、 携 帯 
で きる の で 使用 に 便利 で す 。 


技術 的 指標 16kW 級 32kW 級 


mgrE mg 
し 一 到 ww | 5 | * 生 な 
IN 


基き m 
切断 速度 (m/min) 4.0 (10mm 鋼 板 ) 3.8 (15mm 鋼 板 ) 3.6 (25mm 鋼 板 ) 


) 

V) 
電流 調節 範囲 (⑩) 
り 

) 


電流 
空気 圧力 (MPa L 
空気 流量 (L/min) 1 
定格 使用 率 ⑳ 


重量 : 100kg 


電圧 
医 
作業 電圧 (⑩) 100-120 110-130 120-150 
断 厚 


50 
効率 ⑩ 85 
人 0 0 国 
350X550X400 


人 ME ) 400X600X450 450X650X500 
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朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 中 区 域 
FAX : 0085-02-381-4410、4416 
水 消毒 朋 
オ ソ ン 発 生 藩 


FE-mail : kut@star-co. net. kp 
水 消毒 用 オゾン 発生 器 は 、 プ ラズ マ 技 術 を 利用 し て 
殺菌 力 の 強い オゾン 水 を つく り 出 す 装 置 で す 。 
オゾン 水 は 和 殺菌 ・ 脱 臭 作用 が 強い の で 、 飲 料 水 の 消 
毒 や 病院 、 製 薬 工場 、 食 品 工 場 な ど で 室 内 、 衣 服 、 設 
備 、 機 具 、 容 器 類 な どの 消毒 に 使用 きれ ます 。 
また 、 野 菜 や 果物 の 貯蔵 庫 、 キ ノコ 栽培 場 、 家 和信 
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放 合 セラ ミッ クス 
切削 工具 


複合 セラ ミッ クス 切削 工具 は 、 機 械 的 強 さ と 強化 
効果 が 非常 に 高い 炭化 素 結晶 繊維 と ナノ 硬質 セラ 
ミッ クス 材料 で つく られ て お り 、 硬 度 と 博 性 が 非常 
に 高い の が 特長 で す 。 
この 切削 工具 は 、 普 通 の 硬質 合金 工具 で は 加工 する 
の が 難し い 、 非 常に 硬く て 強 処 な 熱処理 し た 鉄 や 白 鋳 


鉄 、 ス テレ ンズ 鋼 、 軸 受 鍋 、 工 共 鋼 な ど を 高い 精度 と 場 、 畜 舎 、 水 産 基地 、 公 共 建 物 の 空気 消毒 や 消 具 に も 
表面 仕上 げ 度 で 高速 切削 する こと が で きま す 。 使用 され ます 。 
切削 効率 は 硬質 合金 工具 の 3 て 10 倍 で す 。 
一 仕様 


オゾン ガス 発生 量 : 3 て 5g/h 
オゾン 水生 産 量 : 1m/h 

水 消毒 処理 量 : 1.5^ 3 T/h 
空気 消毒 処理 量 : 100m/h 以 上 


一 仕様 

化学 組成 : A1203 一 TiB 2 一 SiCW、 
Si 3N4-TiB2-SiCW 

硬度 : HRA93 一 94 


昌 げ 強 さ : 750 て 900MPa 使用 電圧 : 220V 
工具 の 捉 性 : 7.8 て 9.5MPam!2 外形 寸法 (長き 、 幅 、 高 さき ) : 180X245X320mm 
重 さ : 5.5kg 
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朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 対外 質 易 


軽 2017.No.4 


特に 、 子 供用 自転 車 、 折 り た た み 式 自転 車 
苦 電 池 自転 車 は ユー ザー の 間 で 好評 を 博 し て い 
ます 。 

当社 は 、 自 転 車 に 対す る 人 々 の 関 

心 が 高 まる の に 伴い 、 先 端 技術 を 導 

入 し た 新 製 品 ョ の 開発 と 品質 向上 に 力 

を 注い で いま す 。 

笠 市 と 地方 都市 に 販売 分 店 が あ 

り ま す 。 


朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 
西城 区 域 

TEL : 850-2-18111-381-8579 
FAX : 850-2-381-4681 

E-mail : mfbi⑳star-co. net. kp 


けれ ば な ら な い 。 技術 の 搬出 、 搬 入 の 承認 は 中 央 祝 易 指導 機関 が 


2 く 技術 輸出 入 審 議 結果 の 通知 を 受け た 機関 、 企 行う 。 
朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 技術 輸出 入 法 業 、 団体 は 、 6 カ H 以 内 に 国家 計画 機関 に 提起 第 20 条 (技術 輸出 入 承認 書 の 検討) 


し て 当該 技術 の 輸出 入 計画 を 受け な けれ ば な ら 中 央 貿 易 指導 機関 は 技術 輸出 入 許 可 文書 、 価 格 
1998 年 6 月 10 日 、 最 高 人 民 会 議 常設 会 議決 定 第 119 号 と し て 採択 Ni 人 紀 NN 
] ヽ 日 記 全 : iP: る 5 術 MFI Mk k 認 ド ヽ 
2016 年 3 月 9 日 、 最 高 人 民 会 議 常任 委員 会 政令 第 1008 号 と し て 修正 、 補 足 第 8 理 技術 輸出 入 の 許可 術 の 搬出 、 搬 和信 を 承認 し な けれ は な ら な い 。 
第 13 条 (技術 輸出 入 許可 機関 ) 第 4 章 技術 輸出 入 事 業 に 対す る 指導 ・ 統 制 
技術 輸出 入 の 許可 を 的 確 に 行う こと は 技術 輸出 第 21 条 (技術 輸出 入 事業 に 対す る 指導 ・ 統 制 
第 1 章 技術 輸出 入 法 の 基本 第 7 条 (技術 輸出 入 分 野 の 交流 と 協力 ) 入 事業 発展 の 基本 的 保証 で ある 。 の 基本 的 要求 ) 
第 1 条 (技術 輸出 入 法 の 使命 国家 は 、 技 術 の 輸出 人 分 野 に お いて 世界 各国 、 技術 輸出 入 の 許可 は 中 央 科学 技術 行政 指導 機関 技術 輸出 入 事 業 に 対す る 指導 ・ 統 制 を 強化 する 
朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国技 術 輸出 入 法 は 、 技 術 国際 機構 と の 交流 と 協力 を 発展 させ る 。 が 行う 。 こと は 、 国 家 の 技 術 輸出 入 政 策 を 正確 に 実行 す 
輸出 入 の 審議 、 許 可 に お いて 規律 と 秩序 を 確立 し 第 14 条 (技術 輸出 入 許可 の 申請 ) る た め の 重 要 条 件 で ある 。 
て 自立 的 民族 経済 を 強固 に し 、 科 学 技術 を 発展 き 第 2 章 技術 輸出 入 の 審議 技術 を 輸出 入 し よう と する 機関 、 企 業 、 団 体 国家 は 技術 輸出 入 事業 に 対す る 指導 と 統制 を 強 
せる こと に 寄与 する 。 第 8 条 (技術 輸出 入 の 審議 機関 は 、 技 術 輸出 入 許可 の 申請 文書 を 中 央 科学 技術 行 化す る よう に する 。 
第 2 条 (技術 輸出 入 の 対象) 寺 術 輸出 入 の 審議 は 技術 輸出 入 事業 の 第 一 工 各 牙 指導 機関 に 提出 し な けれ ば な ら な い 。 第 22 条 (技術 輸出 入 事業 に 対す る 指導 ) 
技術 輸出 入 の 対象 に は 、 発 明 、 特 許 技術 、 ノ ウ で ある 。 技術 輸出 入 許 可 の 申請 文書 に は 、 申 請書 と と も 技術 輸出 入 事 業 に 対す る 指導 は 、 内 閣 の 統 
ハウ また は そう し た も の が 体現 され た 設備 、 商 。 技術 を 輸出 入 し よう と する 機関 、 企 業 、 団 人 に 技術 輸出 入 審議 の 通知 書 、 輸 出入 契約 書 な ど を 一 的 な 指導 の 下 に 中 央 科学 技術 行政 指導 機関 
標 、 工 業 デ ザイ ン な ど が 属す る 。 は 、 中 央 科学 技術 行政 指導 機関 か ら 当該 技術 の 輸 添付 する 。 行う 。 
国家 は 技術 輸出 入 事 業 に 大 き な 力 を 入れ 、 技 術 出入 審議 を 受け な けれ ば な ら な い 。 第 15 条 (技術 輸出 入 許 可 申 請 文書 の 検討 ) 中 央 科学 技術 行政 指導 機関 は 技術 輸出 入 事業 を 
輸出 を 増やし て いく よう に する 。 第 9 条 (技術 輸出 入 審 議 の 申請 ) 中 央 科学 技術 行政 指導 機関 は 技術 輸出 入 許可 常時 掌握 し 、 指 導 し な けれ ば な ら な い 、。 
第 3 条 (技術 輸出 入 審 議 の 原則 ) 当該 機関 、 企 業 、 団 体 は 技術 輸出 入 審 議 の 申請 請 文書 を 受理 し た 日 か ら 10 日 以内 に 検討 し 、 許 可 第 23 条 (技術 輸出 入 計画 の 作成) 
技術 輸出 入 の 審議 を 正確 に 行う こと は 、 国 の 対 文書 を 中 央 科学 技術 行政 指導 機関 に 提出 し な けれ また は 否決 の 決定 を 下 し た 後 、 そ れ を 当該 機関 国家 計画 機関 は 、 中 央 科学 技術 行政 指導 機関 の 
外 的 威信 と 科学 技術 の 発展 を 保障 する た め の 重 要 ば は なら な い 。 企業 、 団 体 に 知ら せな けれ ば な ら な い 。 審議 を 受け た 技術 に つい て の み 輸 出入 計画 を 立 
条件 で ある 。 技術 輸出 人 審議 の 申請 文書 に は 申請 書 と と も に 第 16 条 (技術 輸出 入 許可 の 方 式 ) て な けれ ば な ら な い 。 
国家 は 技術 輸出 入 審 議 シ ステ ム を 確立 し 、 そ 技術 提案 書 、 技 術 評定 書 な ど を 浴 付 する 。 技術 輸出 入 の 許可 は 技術 の 件 ご と に 行 う 。 技術 輸出 入 計画 に は 、 技 術 輸出 計画 、 技 術 輸入 
の 審議 に お いて 科学 性 と 客観 性 を 保障 する よう 第 10 休 (技術 輸出 入 の 告 議 期間 、 内 容 ) 同じ 技術 で あっ て も 需要 者 が 異な る 場合 に は 輸 計画 、 技 術 準備 計画 、 技 術 準備 協同 計画 な ど が 
に する 。 中 央 科学 技術 行政 指導 機関 は 技術 輸出 入 審議 の 出入 の 許可 を 再度 受け る 。 属す る 。 
第 4 条 (技術 輸出 入 許可 の 原則 ) 請 文書 を 受理 し た 日 か ら 30 日 以内 に 衝 議 し な け 第 17 条 (技術 輸出 の 優先 権 と 委託 輸出 ) 第 24 条 (技術 輸出 入 契約 の 締結 と 履行) 
技術 輸出 入 の 許可 は 、 輸 出入 し よう と する 技術 れ ば は ならない 。 技術 を 開発 し た 機関 、 企 業 、 団 体 は 、 技 術 輸出 当該 機関 、 企 業 、 団 体 は 技術 輸出 入 契 約 を 正確 
指標 を 承認 する 重要 な 活動 で ある 。 技術 輸出 入 の 審議 で は 、 科 学 技術 的 な 裏付け 、 条件 を 備え て いる 場合 、 そ の 技術 輸出 の 優先 権 を に 結び 、 履 行 し な けれ ば な ら な い 。 
国家 は 、 輸 出入 の 可能 性 を 正確 に 見 積もっ て 技 技術 ・ 経 済 的 効果 、 機 密 保持 、 輸 和信 し よう と する 持つ 。 第 25 条 (技術 輸出 入 取り 引き の 基準 価格 、 運 
術 輸出 入 を 許可 する よう に する 。 対象 の 国産 化 の 可能 性 な ど を 検討 し な けれ ば な ら 技術 輸出 条件 を 備え て いな い 場 合 に は 、 他 の 機 賃 
第 5 条 (技術 輸出 入 計画 お よび 契約 規律 遵守 "な い 。 関 、 企 業 、 団 体 に 委託 し て 当該 技術 を 輸出 する こ 技術 輸出 入 の 取り 引き は 定め られ た 基準 価格 、 
の 原則 ) 第 11 条 (技術 輸出 入 審 議 の 依頼 ) と が で きる 。 運賃 に よっ て 行う 。 
技術 の 輸出 入 は 人 民 経 済 計 画 と 契約 に 従っ て 中 央 科学 技術 行政 指導 機関 は 、 技 術 輸出 入 第 18 条 (技術 輸出 入 許可 の 取り 消し ) 基準 価格 、 運 賃 を 定め る 仕事 は 中 央 貿易 指導 機 
行う 。 の 審議 を 行う た め に 、 専 門 機関 に 必要 な 分 析 内 閣 は 必要 に 応じ て 技術 輸出 入 の 取り 引き を 関 が 行 う 。 
国家 は 、 技 術 の 輸出 入 に お いて 計画 お よび 契約 を 依頼 し た り 審議 に 専門 家 を 参加 させ る こと 中 止 さ せ 、 技 術 輸出 入 の 許可 を 取り 消す こと が 第 26 条 (技術 輸出 入 取り 引き の 方 式 ) 
規律 を 厳格 に 守る よう に する 。 が で きる 。 で きる 。 機関 、 企 業 、 団 体 は 定め られ た 銀行 を 通じ て 技 
第 6 条 (技術 輸出 入 の 当事者 ) 機関 、 企 業 、 団 体 は 中 央 科学 技術 行政 指導 機関 国 の 安全 と 利益 に 支障 を 及ぼ す お それ が ある 技 術 輸出 入 取り 引き に 関す る 資金 決済 を 行わ な け 
技術 の 輸出 入 は 中 央 貿易 指導 機関 の 営業 許可 を の 要求 に 適時 に 応じ し な けれ ば な ら な い 。 術 は 輸出 入 す る こと が で き な い 。 れ ば な ら な い 。 
受け た 機関 、 企 業 、 団 体 が 行 う 。 第 12 条 (技術 輸出 入 審議 結果 の 通知 ) 第 19 条 (技術 の 搬出 、 搬 入 の 承認 第 27 条 (輸出 入 する 技術 の 質 と 納入 期日 の 
営業 許可 を 受け た 機関 、 企 業 、 団 体 は 技術 輸出 中 央 科学 技術 行政 指導 機関 は 技術 輸出 入 の 審議 輸出 入 の 許可 を 受け た 技術 は 、 搬 出 、 搬 入 の 承 保証 ) 
入 当 事 者 と し て の 権利 と 義務 を 有する 。 の 結果 を 適時 に 当該 機関 、 企 業 、 団 体 に 通知 し な 認 を 得 て こ そ 国 境 を 通過 する こと が で きる 。 税関 と 当該 機関 は 、 輸 出入 する 技術 の 質 と 納入 
ED < 


期日 を 保証 で きる よう に 適時 に 検討 し な けれ ば 1. 技術 輸出 入 の 審議 お よび 許可 を 的 確 に 


な ら な い 。 ず 、 人 経済 の 発展 に 示 を 及ば し た 場合 。 
第 28 条 (技術 輸出 入 事業 に 対す る 監督 ・ 2. 技 術 輸出 入 の 審議 お よび 許可 を 受け ず に 技術 
統制) を 輸 田 入 し た 場合 。 


技術 輸出 入 事 業 に 対す る 監督 ・ 統 制 は 中 央 3. 技術 輸出 入 の 審議 を 受け な か っ た 対象 の 技術 
科学 技術 行政 指導 機関 と 当該 監督 ・ 統 制 機関 輸出 入 計 画 を 立て た 場合 。 

が 行う 。 4. 技術 輸出 入 の 審議 お よび 許可 を 受け な か 
央 科学 技術 行政 指導 機関 と 当該 藍 督 ・ 統 制 っ た 対象 の 価格 また は 搬出 、 搬 入 を 承認 し た 
機関 は 、 技 術 の 輸出 入 状況 や 輸入 し た 技術 の 場合 。 


利用 状況 な ど を 常時 監督 、 統 制 し な けれ ば な 5. 輸 入 し た 技術 を 的 確 に 利用 せ ず 、 損 害 を 与え 
ら な い 。 た 場合 。 

第 29 条 (獲得 し た 外貨 の 利用 ) 第 31 条  ( 州 事 的 頁 任 ) 天然 材料 で ナノ 化し た ナノ 金 は 、 そ れ を 取り 巻く 種々 の 天然 
技術 を 輸出 し て 獲得 し た 外貨 の 一 定 の 額 は 科学 本 法 第 30 条 の 行為 が 犯罪 に 至っ た 場合 に 生理 活性 物質 と と も に 細胞 に 速やか に 吸収 さき れ 、 人 体 の すべ て 
技術 の 発展 に 使う 。 は 、 機 関 、 企 業 、 団 体 の 責任 ある 韓 部 と 個々 の 機能 を 高め ます 。 ーー 

第 30 条 (行政 的 責任 ) の 公民 に 刑法 の 該当 条文 に 従っ て 刑事 的 責任 キト サン は 体液 性 免疫 を 高め 、 抗 痛 、 高 血圧 押 制 、 岳 潰 導 、 
次 の 場合 に は 、 機 関 、 企 業 、 団 体 の 責任 ある 幹 "を 負わ せる 。 毒性 物質 排 注 、 コ レス テロ ー ル 低下 、 抗 老化 作 GSG 康 用 

部 と 個々 の 公民 に その 程度 に 応じ た 行政 的 責任 須 物 質 で す 。 SS 

を 負わ せる 。 ナノ 金 キ ト サ ン 水 は ナ ノ 金 、 キ ト サ ン 、 機 能 性 天然 生理 活性 


物質 が 含ま れ て いる 健康 食品 で あり 、 著しい 効 上 果 に よっ て 人 々 . 
を 若返ら せる 先端 技術 製品 で す 。 
ナノ 金 キ ト サ ン 水 に は 化学 物質 が 全く 含ま れ て お ら ず 、 天然 


松 林 萌 四 加 上 区 生理 活性 物質 が 調和 よく 含有 され て いま す 。 ーー 
l 肝 機 能 改 善 、 抗 炎症 、 鎮 痛 、 神 経 緩和 、 脳 機能 改善 、 血 液 衝 


改 善 、 物 質 代謝 促進 、 活 性 酸素 消去 な どの 作用 を し 、 種 々 の 


松林 輸出 加工 区 は は 間 海 北道 松 林 市 に 位置 し て いま す 。 楽 物 や 化学 物質 に よる 中 赤 を 解消 し て 気力 を 多 ら せま す 。 
加工 区 の 西部 は 大 同 員 エ を 隔て て 南浦 市 大 安 区 城 に 対し て お り 、 北 部 は + 平 壌 市 江南 郡 と 接し て いま す 。 1 日 2 回 、1 回 1…2 本 を 食前 に 服用 し て くだ さい 。 
加工 区 の 大 部 分 の 地域 は 平地 で あり 、 平壌 一 開城 高速 道路 まで は 6 km、 松 林 駅 まで は 2 km の 距離 に 、 

あり ます 。 城 川江 製薬 交流 社 
加工 区 か ら 2 km ほど 離れ た 大 同 江 の 岸 辺 に は 外国 の 貨物 船 が 和 泊 で きる 松林 港 が 、 約 20km の 地点 に 朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 成 鏡 南 道 感 興 市 海岸 区 域 

は 南浦 港 が あり ます 。 TEL : 850-2-18111 (ext) -341-8136/8383 
黄海 北道 の 道 都 で ある 沙 里 院 市 まで は 鉄道 で は 35km、 自 動車 道 で は 41km の 距離 に 、 和 首都 平壌 ま FAX : 850-2-381-4410/4416 
で は 自動 車道 で 約 43 km の 距離 に あり ます 。 E-mail : kwa@star-co. net. kp 


加工 区 の 面積 は 約 2 kW で す 。 
松林 輸出 加工 区 は 、 輸 出 加工 業 、 倉 庫 保管 業 、 貨 物 運 送 業 を 基本 と する 集約 型 輸 出 加工 区 と し て 建 
SSU ONS 
加工 区 は 、 松 林 港 と 南浦 港 を 経由 し て 輸入 され る 原材料 を 利用 する 輸出 加工 組立 て 、 大 規模 製鉄 製 
銅 基地 で ある 黄海 製鉄 連合 企業 所 で 生産 され る 銃 鉄鋼 鉄 、 圧 延 鋼 材 な ど 各 種 の 鉄鋼 材 製品 の 輸出 、 
国内 外 の その 他 の 原料 や 資材 の 2 次 、 3 次 加工 を 専門 と する 近代 的 な 輸出 加工 企業 と 、 そ の 正常 稼動 
の た め の 倉 庫 保管 お よび 貨物 運輸 を 行う 補助 企業 か ら な る 集約 的 な 輸出 加工 区 と し て 開発 され ます 。 
松林 市 と 沙 里 院 市 内 の 工場 、 企 業 を 通じ た 輸出 受託 加工 も 広く 行う こと が で きま す 。 

開発 方 式 に は 、 朝 鮮 の 企業 と 外国 人 投資 家 と の 合弁 開発 方 式 と 、 朝 鮮 の 企業 また は 外国 人 投資 家 が 
単独 で 開発 する 方 式 が あり ます 。 

開発 期間 は 50 年 で す 。 


朝鮮 経済 開発 協会 
朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 大 同 江 区 域 
山 罰 暗 演 S50 記 2 語 6Ql 司 59 
FAX : 850-2-381-5889 
FE-mail : sgbed@star-co. net. kp 
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ピョン ヤン 下 ラン ボン 

朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 牡 凡 峰 区 域 に 法定 住所 が ある 平壌 建設 久 易 総 

会 社 は 、 主 に 建設 に 必要 な 設備 や 資材 、 建 材 、 量 還 お 休 き ずつ 生 に 
総会 社 は 、 和 傘下 に 平壌 建材 工場 、 燕 世 ス レー ト 鉱 山 な どの 大 規模 建材 生産 
基地 と 合弁 会 社 、 合 作 会 社 、 質 易 会 社 、 商 店 な ど を お いて 経営 活動 を 行っ て 
いま す 。 
総合 的 な 建材 生産 基地 で ある 平壌 建材 工場 で は 、 日 ご と に 向上 する 建設 の 
近代 化 水準 に 即 し て 各種 の タイ ル 、 衛 生 陶 器 、 外 装 材 、 テ ラ ゾ ー、 塗 料 、 プ 
ラス チッ クサ ッ シ 、 プラ スチ ッ ク パ イプ な ど 、 「 ウ ルミ ル デ 」 ブ ラン ド の 
質 の 建材 を 多量 生産 し て いま す 。 
高 品位 の スレ ー ト が 数 億 トン も 埋蔵 され て いる 燕 灘 スレ ー ト 鉱山 で は 、 ス 
レー ト で 障 園 で スレ ー ト 固有 の 色 を 生か し た 各種 の 瓦 や 欄干 、 親 柱 、 門 柱 、 
額 ぶ らち 、 椅 子 な ど を 生産 し て いま す 。 
属 製品 加工 事業 所 で は 、 近 代 的 な 設備 を 備え た 王冠 生産 基地 、 ス テ 
ン レ ス 設 備 ・ 製 品 生産 基地 、 建 設 用 圧延 鋼材 生産 基地 を 築い て 各種 の 製品 を 


MI 


ー チャ ンジ ョ ン マジ ス デ ゲ マン ギョ ン デ 6 ジウ ネン ミリ ム 
人 A L テ 争 | ヽ 字 と マ ユノ 上 | 加古 補 = を 垂 
総会 社 の 製品 は 、 倉 田 通 り 、 万 寿 台 通り 、 万 景 台 遊泳 場 、 柳 京 院 、 美 林 乗 


馬 ク ラブ 、 紋 縛 遊 泳 場 、 未来 科学 者 通り 、 科学 技術 殿堂 な どの 近代 的 な 記念 
碑 的 建築 物 に 広く 利用 され 、 人 々 の 間 で 好評 を 博 し て いま す 。 
傘下 の 単位 に 近代 的 な 建材 生産 基地 を 築き 、 先 進 科学 技術 を 導入 し て 製品 
の 質 を 世界 的 水準 に 引き 上 げ る と と も に 、 生 産 と 販売 、 拡 大 再生 産 の 環状 
環 シ ステ ム を 確立 し まし た 。 
また 、 国 際 市 場 へ の 進出 を 企業 戦略 と し て 打ち 出し 、 世 界 各 国 と の 多面 的 
な 伯 易 を 活発 に 行う 一 方 、 各 国 に 強力 な 建設 ・ 設 計 陣 を 派遣 し て 住宅 や 公共 
の 建物 を 建設 し て いま す 。 
総会 社 は 、 信 用 第 一 の 原則 に 基づき 世界 各国 と の 交流 と 協力 を 深め て いま す 。 


EE 建設 時 三 由 忌 7 貿易 絶 会 社 
朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国 平壌 市 牡丹 峰 区 域 
TEL : 0085-02-18111-341-8576 
FAX : 0085-02-381-4410 

FE-mail : cccom@star-co. net. kp 


| 2 坦 術 主 主義 人 
2017.No.4 


火災 総合 監視 長 は 、 煙 感知 答 、 温 度 感知 器 、 三 動 和 警報 ボク ン 全 種 の 
表示 疾 と の 通信 を 行っ て 火災 の 要素 を 迅 束 か つ 正 確 に 発見 し . ョ 千 報 を 発 
する 知能 型 監 視 装置 で す 。 

この 総合 監視 盤 は 表示 機能 (デー タク の 表示 、 煙 、 温 度 な どの 表示 、 
番号 の 表示 ) 、 警 報 機能 (火災 警報 、 交 流 電源 警報 、 線 路 夏 障 秩 報 、 感 
知 笑 故 障 警報 な ど ) 、 制 御 機能 ( 煙 ・ 温 度 感知 器 の 感度 調節 、 区 域 の 設 
定 、 時 間 の 設定 、 敢 感知 器 番 呈 の 設 関 20 ) な - ま el 


一 仕 
使用 電圧 : AC100 て 240V 

使用 環境 の 温度 お よび 湿度 : 0 て 40 度 、50 て 90% 
感知 和 の アド レス 生 囲 : 1 線路 当たり 242 

各 感知 器 の デー タ 検 査 時間 : 4 て 5s 

感知 器 の 信号 母線 電圧 : DC24V 

藻 視 盤 の 母線 電流 能力 ・220mA 

連動 型 種類 : 20、50、100、400、800 点 連動 型 ( 点 は 感知 器 の 数 ) 
強 興 技術 貿易 会 社 

朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 西城 区 域 

TEL : 850-2-18111-341-8544 
FAX : 850-2-343-6663 
E-mail : arirangip@star-co. net. kp 
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知能 型 電動 調節 バル ブ は 、 


自動 化 装置 で す 。 


て 、4^ ぐ 20mA の 信号 に よっ て 通 


一 仕様 
バル ブ の 直径 : 25 て 250mm 
使用 電圧 : AC100 て 230V、D 
出力 : 40 て 200W 

回 転 モ ー メ ント : 100 て 6000Nm 
バル プ 実 行 時 間 : 30 て 120s 
更 用 圧力 : 最大 2. 5MPa 
使用 媒質 : 水 、 空 気 、 油 、 


。 ぴ 及 製 韻 パル ダ 


バル プ ブ に 耶 り 付 ( ナ ら れ て いる 表示 


制御 部 で 直接 、 制 御 過 程 を イン プッ ト し て 制御 する こと も で 
き 、 有 線 お よび 無線 通信 方 式 で も 制御 で き る 流 本 流量 制御 用 の 


この 電動 調節 バル ブ は パイ プ の 直径 に よる 通過 面積 に 対し 


帳 週 流量 を 制御 し ます 。 


C12V 


(電気 機械 の 出力 が 60W の 時 、200ww) 


生 流 体 


弦 酸 性 
25 て 60 度 、 ミ 90%RH 


: 自 動 / 重 設定 


コ ンジ ンー 


85 有 線 通 信 


m 還 9 還 1 コー941 一 
民 共 和 国 対外 貿易 FAX : 850-2-343-6663 


ーー 多用 横 葉 の 温度 お よび 湿度 : 


寺 は HMI、PLC に よる 制 除 時 


、ZigBee 舞 > 演 'P3 > 


圧 組 国 呼 坦 市 西城 区 域 


6544 


鮮 民 持 3 
PC 17.No.4 E-mail : arirangip@star-co. net. kp 


上 リラ ミウ オォ オン 


了 語 呈 2 ンド OU 2 2 ME ソバ クン クト 
2 ニク 人 上 二 2 レー の 陸上 競技 用 靴 、 卓 
球 靴 な どの スポ ー ツ ・ シ ュー ズ は 、 種 目 別 特性 
4 寺 あ RNN SU 
に 丈夫 で 、 弾 性 に すぐ れ 、 柔軟 で す 。 

交 山 潜 な ど は 季節 別 、 年 齢 別 、 男 女 別 に 多 得 
多様 な 製品 生 Pe い ます 。 
語ら KK 陸 く で 見 栄え の する | 柳 
人 2 れ ラーン 0 の の 2 は ーー ジ 4 ンー ニン の SR ジス 
愛好 家 の 間 で 好評 を 博 し て いま す 。 


[ED 


y 47 
朝鮮 厩 物 質 史 会社 _- 
朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 中 区 域 
TEL : 00850-2-18111-18999 0P3418140 


FAX : 00850-2-381-4485 
E-mail : mlidea@star-co. net. kp 


スマ ー ト フ 敵 議 |「 チ ンダ ルレ は 講 
主 基 板 の 回 路 の 許 計 、 液 曲 デ ィ ス プ 
レー、 ニ ユー ザ 主 較 較 能 2 ョ 2 クミ ニス な 
ど 、 す べ て の 要 駿 旨 壮 置 お よび プロ 
グラ ム の 制御 と 管 謀 財 新た に 設計 、 
まま 四 馬 ea 


一 仕様 
中 央 処理 装置 : Guad-Core, 1.3GHz 
ARM Cortex-A7, 32bit 
画像 処理 装置 : Mali-400 
メモ リー : RAM 1GB, Flash 16GB 
表示 装置 : 4.7in/IPS/1280 xX720/320dpi 
セン ザー 。 近 楼 セン サー、 用 連 度 セ ン サ ー、 
と サー 0 ビン サー 
カメ ラ : 後 8.0M pixels 
前 2.0M pixels 
ブル ー ト ッ ゥ ー ス : Bluetooth yv4.0 
ペレ ョ クィ イシ クト ンス パフ ム 
Android 4、4.2 
内 蔵 型 蓄電 池 の 容 量 : 1850mA 
外 付け 型 鞭 電池 の 容量 : 5000mA 


ー 1 
万 景 技術 貿易 会 社 ーー 王 
朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国 9a * : 


壌 市 万 景 台 区 


